
平
成
二
十
六
年
外
務
省
令
第
二
号

国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
外
務
大
臣
が
都
道
府
県
警
察
に
求
め
る
措
置
に
関
す
る
省
令

国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
五
条
第
三
項
（
同
法
第
二
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
際
的
な
子
の
奪

取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
三
項
に
基
づ
き
外
務
大
臣
が
都
道
府
県
警
察
に
求
め
る
措
置
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
子
及
び
子
と
同
居
し
て
い
る
者
の
所
在
を
特
定
す
る
た
め
に
求
め
る
措
置
）

第
一
条
　
国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
三
項
（
同
法
第
二
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
基
づ
き
、
外
務
大
臣
が
都
道
府
県
警
察
に
対
し
措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め
る
場
合
に
は
、
書
面
に
よ
り
、
警
察
庁
長
官
を
経
由
し
て
、
行
方
不
明
者
発
見
活
動
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
三

号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
措
置
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

（
資
料
の
公
表
等
に
関
し
外
務
大
臣
が
求
め
る
措
置
）

第
二
条
　
外
務
大
臣
は
、
前
条
の
場
合
に
お
い
て
、
規
則
第
十
四
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
二
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
き
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
と
ら
な
い
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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